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夏季高水温による養殖ホタテ稚貝の大量死と深場養殖

背 景

成 果

期待される効果

重点研究 

夏季水温に応じた深場養殖の導入により、道南ホタテガイ養殖業の安定的生産と経営強化に資する。

2024年夏季、高水温により道南の養殖ホタテガイ稚貝が大量死し、
今後に向けた養殖方法の改良が急がれた。

１ ２高水温による大量死の実態を解明

分担試験場：中央水産試験場、栽培水産試験場
共同研究機関：東京大学大気海洋研究所、東京大学農学生命研究科学研究科、北海道大学水産科学研究院

深場養殖による死亡軽減策を実証
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養殖水深と稚貝死亡率（線は回帰直線と誤差範囲）
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高水温を避ける深場養殖のイメージ

高水温日の累積に伴い
死亡率が急増
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問い合わせ先：函館水産試験場 調査研究部 管理増殖グループ 電話：0138-83-2893


